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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本保安用品協会（JSAA）及び財

団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日

本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 9095：2011 
 

安全標識－避難誘導システム（SWGS）－蓄光式 
Graphical symbols-Safety signs- 

Safety way guidance systems (SWGS)-Phosphorescence type 
 

序文 

この規格は，2004 年に第 1 版として発行された ISO 16069 を基に，我が国の実情を勘案し，技術的内容

を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

それらの変更事項，理由説明などの一覧表を，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，不特定多数の人が出入りするデパート，ホテル，スーパーなどの商業施設，事務所，工場

などの業務施設，娯楽施設，地下施設のある建造物，連絡通路を含む地下駅舎，地下街などの建物内の照

明及び誘導灯が停電などで使用できなくなったとき，その建物からの避難を容易にするために設置する蓄

光式の避難誘導システム（以下，蓄光式 SWGS という。）について規定する。蓄光式 SWGS に用いる蓄光

式の安全標識，誘導ラインなどは，誘導灯及び誘導標識に代わって設置されるものではなく，誘導灯及び

誘導標識に追加して設置されるものである。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 16069:2004，Graphical symbols－Safety signs－Safety way guidance systems (SWGS)（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その 新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1609-2 照度計－第 2 部：取引又は証明用 

JIS Z 8210 案内用図記号 

JIS Z 8716 表面色の比較に用いる常用光源蛍光ランプ D65－形式及び性能 

JIS Z 9101 安全色及び安全標識－産業環境及び案内用安全標識のデザイン通則 

注記 対応国際規格：ISO 3864-1，Graphical symbols－Safety colours and safety signs－Part 1: Design 

principles for safety signs in workplaces and public areas（IDT） 

JIS Z 9103 安全色－一般的事項 

JIS Z 9107 安全標識－性能の分類，性能基準及び試験方法 

ISO 7010，Graphical symbols－Safety colours and safety signs－Safety signs used in workplaces and public 


